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市
政
の
動
き

昭和57年 1月1日発行

年
頭
の
あ
い
さ
つ

一
般
も
l

「一

会

計

ブ

一

-

ロ
月
定
例
市
議
会
は
、
ロ
月
8
日
に
招
集
さ
れ
、
辺
日

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
ロ

議
案
で
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
議
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

V
議
決
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案

し
ま
し
て
三
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
伐

・

m年
度

一
般
会
卦
姑
正
予
算
は
、
歳

相

で
あ
り
ま
す
。
市
も
い
よ
い
よ
青
年
期
船
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
二
億
九
千
百
八

あ

ふ

同

か
ら
壮
年
期
に
達
し
、
活
力
こ
溢
れ
た
均
十
九
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

;

、

相

花
ひ
ら
く
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
伊
そ
れ
ぞ
れ
九
十
二
億
一
千
三
百
八
十
三

H

相

ま
し
た
。
三
十
年
の
歩
み
の
中
で
、
色
万
八
千
円
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な

“

相

津
市
の
将
来
を
静
か
に
見
つ
め
な
お
し
、
相
内
容
は
、

未
来
へ
の
新
し
い
展
望
を
き
り
拓
く
こ
ゆ

総
務
費
で
は
、
新
川
広
域
圏
事
務
組

と
が
い
ま
こ
そ
必
要
か
と
考
え
ま
す
。
相

よ
り
豊
か
な
文
化
都
市
の
建
設
を
目

M

ざ
し
、
市
制
三
十
周
年
を
-
記
念
し
て
市
船

内
桃
山
地
内
に
総
合
運
動
公
園
の
築
造
…

を
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
長
期
に

相

わ
た
る
一
大
継
続
事
業
と
な
り
ま
す
が
、
的

市
民
の
え
い
智
を
結
集
し
、
創
意
と
工
相

夫
を
こ
ら
し
、
真
に
豊
か
な
明
日
の
魚
…

津
市
を
築
く
た
め
、
さ
ら
に
努
力
を
傾
傾

注
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ゆ

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
相

郷
土
の
繁
栄
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご

…

理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
相

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

…

最
後
に
、
み
な
さ
ま
方
の
益
々
ご
健
相

康
で
幸
せ
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

一
億
一
干
三
百
八
十
三
万
八
千
円
に

魚

津

市

長

災
害
復
旧
費
で
は
、
農
林
災
害
復
旧

費
と
し
て
二
千
二
百
九
十
三
万
五
千
円

を
計
上
し
た
ほ
か
、
除
雪
対
策
費
と
し

て
新
た
に
除
雪
用
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
購

入
分
を
含
め
て
、
総
額
四
千
三
百
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

-
同
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

叫
桔
正
予
算

-
m年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
-
m年
度
水
族
館
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
-
Mω

年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

-
職
員
退
職
年
ゐ
金
寸
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

-
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

-
字
の
区
域
の
廃
止
に
つ
い
て

-
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

V
認
定
さ
れ
た
決
算

・
日
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
外

各
会
計
の
六
決
算

V
同
意
案
件

・
魚
津
市
友
道
二
一
八

O
番
地

北
条
正
詔
氏
を
、
魚
津
公
平
委
員
に

選
任
-
魚
津
市
新
角
川
一
丁
目
二
番
一

O
号

石
浦
憲
吾
氏
を
魚
津
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
に
選
任

広報うおづ

河

良

ご重E
J同

七
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合
負
担
金
六
千
六
百
八
十
六
万
三
千
円
、

白
倉
'小
学
校
組
合
の
滑
川
市
へ
の
負
担

金
二
百
六
十
七
万
四
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。さ
ら
に
、
総
合
公
園
及
び
遊
具
施
設

等
を
管
理
す
る
た
め
、
新
し
く
設
立
を

予
定
し
て
い
る
財
団
法
人
魚
津
市
施
設

管
理
公
社
に
出
資
す
る
経
費
等
、
一二千

百
二
十
万
円
を
計
上

ー
レ
中
小
I
し
hι

。

農
林
水
産
業
費
で

は
、
田
麦
生
産
団
地

育
成
対
策
事
業
を
新

規
県
単
事
業
と
し
て

実
施
す
る
た
め
、
事

業
費
二
百
五
十
六
万

円
を
計
上
す
る
と
と

も
に
、
農
村
総
合
整

備
モ
デ
ル
事
業
の
事

業
費
が
確
定
し
た
の

で
減
額
補
正
を
し
ま

し
た
。土
木
費
で
は
、
総

合
公
園
築
造
費
三
千

六
百
五
十
七
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
町
年
の
新
春
を
め
で

た
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
市
政
に
対
し
皆
様
の
心
強
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
世
界
的
な
経
済
不
況
と
国
の

財
政
再
建
と
い
う
厳
し
い
情
勢
の
中
て

地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
る
八
十
年
代
の

前
途
は
極
め
て
き
び
し
い
も
の
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
最

も
効
果
的
な
行
政
の
運
用
こ
そ
私
に
与

え
ら
れ
た
使
命
か
と
思
い
ま
す
。
五
万

市
民
ひ
と
し
く
健
康
で
豊
か
な
生
活
が

営
ま
れ
る
幸
せ
の
み
ち
た
魚
津
市
の
建

設
こ
そ
夢
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
市
民
待
望
の
魚
津
水
族
館
が

装
い
も
新
た
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
、
三

た
び
新
し
い
歴
史
に
向
っ
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
開
館
以
来
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
入
館
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
こ
と

は
、
皆
様
と
と
も
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

本
年
は
ま
た
、
魚
津
市
が
誕
生
い
た
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i年頭のあいさつ(市長〉一一一一一--2
12月定例市議会一一一一一一一一一一2
新年によせて〈市議会議長〉一一一3
市制30周年記念事業一一一一一一一3 d 

355年度決算の公表一一一一一--4-5 ~ 

水道事業会計の決算一一一一一--6

j- 償却資産の申告 7j 
長 あらにご す体現化活の公総

体育スポーツ意識調査--8-9 I r~ ご 、協市ると況等関向園合本
望みんなのスポーツ一一一一一一一一--10I さ祈皆力民所なにの連上の公年
~ v_'''.r"， v..//VI'  ./ IV ) つ 念様をの存つ立重事 、建国は
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j保健だより、あな疋と図艶 13j 主Z空T詰き襲撃禁運汚名義護
員これからの障害者年一一一一一-14 ~ すしご上大 。のむ 山産基域 、を
3 2 0 て;繁げな た市積業盤住新中
3あしらせ………一一一一---14-15i 宋るる め当し 1 で民た 心

町 長距叫七 回3 のかも援 進一る文生祉動た

表紙・詩吟教室 3 

γ~言語~LPi回!FF:hミ宍立むiJfdf.1下じ丙:fUi:JJ云Pi;主r!EτEτ一語(-f温I ~医医~r~三三三 ω制j閥司特輯;稀稀雪零景j雰穣t恥伶混鵬誕綱欄倫';t欄司
喜 t::~\イrÎι￡!F岨湿i Eγ守守1 ':院守守'.:.'予'.:.'子.:.'手仰川予..::.;::':.:;::::::::;:::~.:::~:::::::::::山一…山日川:山十 γ U ………-主ぺj山附:

;¥ヘ起七盟彊;JA長れ大一一す九…車引一り口…て日た付山宍μ一 上比運を計 こ斉て場 あ万面公 ! 猫瞳盤jaiも ま駐造しまラ陸望たで 営れ すは十動芝

N::祖..  璽堅璽璽里E弘首.:1閉 くき。場を、 、ビ 競動与画運の場い所 り坪積園 lW~章
~広軍司・・回目配容哩昌 明 、 な の予景公|技施えは動眺うるほ ま余はのえ市
掴匪温置圃..~ら3・ 3 ま計 ス定観園ぎ場設る、施望しと、 す)約建 Jの
圃~温・・・圃『・・・r宅事a・ 5 た画 ぺしのは ・とも市設のろこ通 がで三設忌甫ir通置司監事雪i需Z よ三奈良鈍主宅E冬323ぞ ええ古書鵠i跨a・圃魁掴・邑汀い り もまとの息場はす大園ら陵 、桃 部在ム画全行
静 凶 じれ仲町相生黒山出しは
詩ち教室 ;さ事 しさにの動五球 夢芝と事山と 畑部|い桃三

代表 長田行光 j全自 己2警?を!場 品安iZ25 号県誌を単高
精一杯大きな声を出してみませ 3

jんか。声を発することは健康によ 3
1V?です。特に珍誌は口を大きく ;
8 咽喉をひういて腹の底力ら発声す 5
;ることは皿の循環によく、他!こ類 3
iのない健康法であり美容とストレ
!ス解問、もってこいですo

3 近い将来には他教室と合同で練

;習に練習を重ね、書道珍、華道陰、 s
j茶道関に挑みだいと思っていま ;
す。 護

; 年齢経験男女間いませんo

&包週火曜日、午後ア時15分から9

新
年
に
よ
せ
て

市
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
の
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
最
近
に
お
け
る

内
外
の
政
治
、
経
済
の
情
勢
は
極
め
て

憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。
政
府

は
、
昭
和
五
十
七
年
度
予
算
で
行
財
政

政
策
に
よ
っ
て
徹
底
的
な
歳
出
削
減
な

ど
財
政
再
建
を
強
力
に
推
進
し
て
お
り
、

地
方
財
政
は
一
段
と
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
魚
津
市
も
限
ら
れ

た
財
源
で
多
く
の
要
望
事
業
を
行
う
に

は
、
皆
様
の
ご
協
力
な
く
し
て
遂
行
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

G2冨盟冨2・

魚
津
市
議
会
議
長

野

崎

ムLι
河，

吉

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
と
ご
協
力
に

よ
り
是
非
と
も
実
現
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

(3) 
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住みよいまちづくりのためにこのように使われました。

事

(1)補助 事 業

青島保育園増改築事業

業
「一一一一一一一一一

金額

千円

実施した主な事業

投資的経費の内訳(主なもの)

日
年
度
に
お
け
る
最
終
予
算
額
は
、
前
年

度
繰
越
事
業
費
繰
越
額
を
加
え
九
十
三
億
百

七
十
七
万
一
千
円
に
対
し
、
決
算
額
は
歳
入

九
十
三
億
三
千
四
百
六
万
五
千
円
、
歳
出
九

十
一
億
三
千
四
百
六
十
三
万
三
千
円
と
な
り

歳
入
歳
出
差
引
き
一
億
九
千
九
百
四
十
三
万

二
千
円
で
あ
る
が
、
繰
越
明
許
費
繰
越
額
一

千
二
百
九
十
九
万
五
千
円
を
差
引
き
、
一
億

八
千
六
百
四
十
三
万
七
千
円
の
剰
余
金
を
次

年
度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

設

名

普通建

事業

55年度会計別決算状況
決 算 額 歳入歳出

~ 言十 名 差引額
歳 入 千円 歳 出 千円 千円

一 骨支 ~ 、 言十
(前10年.66度5繰千越阿含明百む午資) (前10年.6度65繰千越円含明開む) 
9，334，065 9，134，633 199，432 

簡易水道事業会計 15，135 15，114 21 

国民健康保険事業会計 1，759，038 1，750，742 8，296 

農 業共済事業 会計 114，371 94，389 19，982 

(農作物共済勘定) 32，440 19，618 12，822 

(家畜 共済勘定) 16，028 15，636 392 

(果樹共済勘定) 2，541 1，830 711 

(畑作物共済勘定) 65 49 16 

(園芸施設共済勘定) 1，048 845 203 

(業 務勘 定) 62，249 56，411 5，838 

下水道 事業 会計 7，476 7，476 。
水族館事業会計 944，238 944，238 。
lロk 言十 12，174，323 11，946，592 227，731 

113，684 

新農業構造改善事業 59，338 

58，560 

165，756 

85，154 

63，712 

141，093 

団体営農道整備事業

団体営かんがい排水事業

農村総合モデル事業

市営住宅道下団地新築事業

団体営林道開設事業

56，040 

96，000 

496，000 

45，300 

125，982 

84，638 

(4) 

市道慶野湯上線(橋梁整備事業)

街路事業(馬出町友道線)

87，796 

30，860 

38，569 

122，134 

121，536 

18，770 

24，329 

334，780 

18，032 

総合公園築造事業

東部中学校危険改築事業

総合公園築造事業

東部中学校危険改築事業

市営住宅道下団地新築事業

市道改良事業

市道舗装事業

(3)災害復旧事業

(2)単独事業

青島保育園増改築事業

天神公民館建設事業

都市改造事業

公共災害復旧事業

県単土地改良事業

(4)失業対策事業

一般会計性質別支出

区 分 決算額 構成比

千円 % 

1 人 件 費 2，067，925 22.6 

2.扶 助 費 1，085，773 11. 9 

3 公 イ貴 費 503，722 5.5 

4.物 件 費 834，754 9.1 

5.維持補修費 181，542 2.0 

6.補 助 費 等 380，583 4.2 

7.積 立 金 7，521 0.1 

8.投資及び出資金 7，322 0.1 

9.繰 出 金 421，040 4.6 

10.貸 付 金 213，256 2.3 

11.投資的経費 3，431，195 37.6 

(普通建設事業費) 3，185，808 34.9 

(災害復旧事業費) 123，851 1.4 

(失業対策事業費) 121，536 1.3 

歳 出 A口、 計 9，134，633 100.0 

市有財産の状況

土地

566 ，943m2 
建物

129.435m2 

基金

425，719千円

有価証券その他

71，561千円

一時借入金の状況

借入先 借入額 借入期間

千円

555.510.1.211.1-0 側北陸銀行 100，000 

富山財務部 250，000 55~.1256.5.3-.5 

側北陸銀行 140，000 55.1526..217.2ー0 

11 140，000 56.516.2.21-.20 

11 100，000 56.516.2.62-.25 

11 140，000 56.256.2.31-.20 

11 100，000 56.2.21-56.3.25 

11 160，000 56.256.2.63-.25 

11 250，000 56.35.65-.4.4 

11 140，000 56.35.621.4-.4 

11 160，000 56.35.266.4-.4 

11 100，000 56.35.266.4-.8 

11 100，000 56.356.3.04~ .16 
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計決算状況

出

区 分 予算額 決算額 支出割合 構成比

千円 千円 % % 
1.議 ~ 云 費 131，755 131，033 99.4 1.4 

2.総 務 費 1，181，349 1，164，436 98.5 12.8 

3.民 生 費 1，893，433 1，831，518 96.7 20.1 

4 衛 生 費 259，551 257，943 99.3 2.8 

5.労 働 費 128，826 122，236 94.8 1.3 

6.農林水産業費 1，093，820 1，079，671 98.7 11.8 

7.商 工 費 625，283 619，554 99.0 6.8 

8.土 木 費
※ 10，665 1，635，979 98.9 17.9 1，643，277 

9. r肖 防 費 193，264 192，867 99.7 2.1 

10.教 育 費 1，404，411 1，369，209 97.4 15.0 

11 災害復旧費 126，359 125，334 99.1 1.4 

12.公 {貰 費 504，654 504，353 99.9 5.5 

13.諸 支 出 金 100，500 100，500 100.0 1.1 

14.予 イ蔵 費 4，624 

歳 出 iロk 言十 9※.29101.，61605 6 ※103.6465，6含3む3 98.2 100.0 9，1 

歳

A
Q

玄

区 分 予算額 決算額 収入割合 構成比

千円 千円 % % 
l 市 手見 2，684，377 2，698，037 100.5 28.9 

2.地方譲与税 82，000 88，162 107.5 0.9 

3.娯楽施設利用税交付金 15，000 15，332 102.2 0.2 

4. 自動車取得税交付金 69，000 65，797 95.3 0.7 

5.地方交付税 1，600，402 1，648，399 103.0 17.7 

6.交通安全対策特別交付金 5，600 5，346 95.4 0.1 

7 分担金及び負担金 288，285 286，912 99.5 3.0 

8.使用料及び手数料 151，141 151，834 100.4 1.6 

9.国庫支出金 ※ 7，110 1，675，039 98.8 18.0 1，686，745 
10.県 支 出 金 846，254 827，579 97.7 8.9 

11. ~，オ 産 収 入 125，223 129，676 103.5 1.4 

12.寄 F甘 金 16，477 16，186 98.2 0.2 

13.繰 越 金
※ 3，555 449，755 100.0 4.8 446，200 

14.諸 収 入 355，502 379，311 106.7 4.0 

15 市 {貰 918，900 896，700 97.5 9.6 

歳 入 ぷ口入 計
※ 10，665 ※10.36465.0含6む5 100.3 100.0 9，291，106 9，3 

骨支

入歳

電気税 l億41，534千円

※前年度繰越事業資繰越'w

市税の内訳
軽自動車税 17，476千円
入湯税 8，842千円
特別土地保有税 411千円
木材取引税 340千円

国
保
会
計
回
年
度
の
決
算
額
は
、
歳

入
歳
出
と
も
最
終
予
算
総
額
十
七
億
七

千
七
百
五
十
六
万
九
千
円
に
対
し
、
決

算
額
は
歳
入
で
十
七
億
五
千
九
百
三
万

八

※前年度繰越事業費繰越財源充当官民

区 分 予算額 決算額 収入割合 構成比

国民健康保険税
千円 干同 ラ6 % 

616.690 614.586 99.6 34.94 

使用料及び手数料 115 156 135.6 0.01 

国庫支出金 1，099，690 1，080，658 98.2 61.43 

県支出金 2，223 2，455 110.4 0.14 

繰 入 金 30，000 30，000 100.0 1.71 

繰 越 金 22，596 22，596 100.0 1.28 

諸 収 入 6，255 8，587 137.2 0.49 

歳 入合 計 1，777，569 1，759，038 98.9 100.0 

入歳

八
千
円
、
歳
出
で
十
七
億
五
千
七
十
四

万
二
千
円
と
な
り
、
八
百
二
十
九
万
六

千
円
の
剰
余
金
が
で
き
、
こ
れ
を
同
年

度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

出

区 分 予算額 決算額 支出割合 構成比

総 務 費
千同 干問 ラ6 % 

44.178 39.581 89.5 2.27 

保険給付費 1，717，948 1，705，987 99.3 97.44 

保険施設費 450 364 80.8 0.02 

/ム1‘B 償 費 1，102 1，101 99.9 0.06 

諸支出金 3，891 3，709 95.3 0.21 

予 f猪 費 10，000 

歳出合計 1，777，569 1，750，742 98.4 100.0 

歳

繰 入金 30，000千円 (1.71%)
繰越金 22，596千円 (1.28%)
諸収 入札587千円 (0.49%)
県支出金 2，455千円 (0.14%)
使用料及び手数料 156千円 (0.01%)

55年度の決算額グラフ
総務費 39，581千円
(2.27%) 

諸支出金 3，709千円 (0.21%)
公償責 1，101千円 (0.06%)
保険施設費 364千円 (0.02%)

保険給付費 ネ見険イ呆

(5) 
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水
道
事
業
会
計
の
決
算

日
年
度
の
主
な
建
設
事
業
と
し
て
、
市
道
大
光
寺
一
号
線

外
十
八
路
線
に
配
水
管
延
長
六
、
八

O
八
メ
ー
ト
ル
を
布
設

し
、
市
道
天
神
野
縦
線
外
五
路
線
延
長
四
、
=
一
四
メ
ー
ト
ル

の
舗
装
復
旧
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
計
決
算
で
は
、
収
益
的
収
入
三
億
二
百
八
十
六
万
円
、

支
出
二
億
五
千
四
百
六
十
万
三
千
円
で
、
差
引
四
千
八
百
二

十
五
万
七
千
円
の
利
益
と
な
り
、
累
積
欠
損
金
は
、
前
年
度

か
ら
の
繰
越
を
差
引
き
し
て
、
四
十
七
万
六
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

0
業

務

状

況

・
給

水

人

口
j
i
-
-
-

一二
三
、
一
六
五
人

.
給
水
戸
数
・

:
i・e-
八
、
五

O
四
戸

・
年
間
配
水
量
・J
i

-
-

四
、
五
四
四
千
立
方
メ
ー
ト
ル

・
年
間
給
水
量
j

i

-

-

二
、
九
九
七
千
立
方
メ
ー
ト
ル

.
有
効
水
量
率
j

i

-

-
-

六
五
・九
七
パ
ー
セ
ン
ト

〈単位:千円〉

手斗 目 金額 手斗 目 金額

営 業費 用 210，978 営 業 収益 301，984 

原、水及び浄水質 36，638 給水収益 260，206 

配水及び給水賀 30，995 受託工事収益 36，530 

受託工事費 29，167 その他営業収益 5，248 

総 係 費 82，596 営 業 外収益 876 

j成価イ:n去11費 31，268 受取利子 424 

資産 j成耗費 247 雑 ~~ 益 452 

その他営業費用 67 

営 業 外 資 用 43，625 

支企業払債利取息扱及賭び'貨 43，614 

雑 支 出 11 

当年度純利益 48，257 

ムo、 百十 302，860 メg. 計- 302，860 

55年度損益計算書〈単位:千円〉

手斗 目 金額 手斗 目 金額

固定 資 産 801，159 流 動 負 債 26，479 

土 1也 7，539 未 宇ム 金 14，186 

建 物 14，641 前 1:: 金 5，993 

構 築 物 730，680 その他流動負債 6，300 

機械及び装置 43，845 資 本 金 828，686 

車輔運搬具 1，720 自己資本金 113，246 

工具器具及び備品 2，683 借入資本金 715，440 

施設利用権 51 剰 余 金 17，284 

流 動資 産 70，814 資本剰余金 17，284 

現金預金 32，694 欠 損 金 (一)476 

未 ヰ又 金 29，433 未処理欠損金 (一)48，733

R宇 蔵 ロ1:1ロ 3，647 当年度純利益 48，257 

その他流動資産 5，040 

~ 計 87l，973 ~ 計 87l，973 

55年度貸借対照表

V
水
道
管
や
蛇
口
の
破
裂
に
注
意

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
水
道
が
凍

っ
て
破
裂
し
ま
す
か
ら
、
水
道
管
が
露

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
風
あ

た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
や

蛇
口
の
部
分
は
、
保
温
材
を
と
り
つ
け

水
道
の
水
が
凍
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ、っ
。

V
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を
し

っ
か
り
と
巻
き
つ
け
る
な
ど
応
急
処
置

を
し
て
か
ら
、
速
や
か
に
市
水
道
局
か

指
定
工
事
庖
へ
連
絡
し
修
理
を
し
て
く

だ
さ
い
。

V
水
道
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
と

か
し
ま
す
。

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
や

蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、

2
か
月
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
日
に
検
針
し
て
い
ま
す

が
、
冬
期
間
積
雪
が
多
く
て
、
検
針
が

で
き
な
い
と
き
は
水
道
料
金
の
算
定
は

前
回
の
使
用
水
量
を
参
酌
し
、
料
金
を

納
め
て
い
た
だ
き
、
次
回
メ
ー
タ
ー
の

検
針
が
で
き
た
と
き
に
料
金
の
精
算
を

し
て
、
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

本
江
新
町

宮

@
0
9
0
8

・
畠
山
工
業
側
上
村
木

宮
②
5
3
3
0

・
嗣
三
共
設
備

北
鬼
江

宮

@
1
3
5
0

・
北
陸
水
道
工
業
側
横
枕

宮

@
1
3
5
3

・
石

原

設

備

本

江
宮
②
2
9
2
4

・
ュ
ウ
ホ
l
設
備
鮒
釈
迦
堂

宮
②
5
7
1
1

・
高
松
工
業
上
口
二
丁
目

告
②

0
5
4
5

・
胸
水
環
境
セ
ン
タ
ー
高
畠

宮

@
7
7
1
1

・
菅

沼

組

村

木

町
合
②
0
4
5
3

・
吉
枝
管
工
事
工
業
所
文
化
町

告

@
5
8
3
5

・
中
谷
配
管
工
業
本
江

告
②
3
6
9
8

・
ダ
イ
シ
ン
産
業
側
釈
迦
堂

合

@
5
6
1
1

・
三

水

管

機

大

光

寺

合
⑫
6
2
6
8

(6) 
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57 

健室
翻圏
資定
産資
』産
の
申
告
を
g 

固
定
資
産
税
の
納
税
者
で
、
事
業
の

用
に
使
っ
て
い
る
減
価
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
方
々
は
、
毎
年
1
月
1
日

現
在
に
お
け
る
資
産
で
そ
の
所
在

・
種
専
用
住
宅
を
建
築
さ
れ
た
方
は
、
そ

類

・
数
量
等
必
要
事
項
を
申
告
し
な
け
の
宅
地
に
課
税
さ
れ
る
固
定
資
産
税
は
、

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
申
告
期
限
は
、

二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
四
分
の
一
、

幻
年
2
月
1
日
ま
で
で
す
。
該
当
者
と
そ
れ
を
超
え
る
分
は
二
分
の
一
に
軽
減

思
わ
れ
る
方
々
に
は
、
す
で
に
通
知
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
申
告
書
を

で
す
が
、
通
知
も
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
提
出
さ
れ
な
い
と
、
軽
減
を
受
け
る
こ

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
と
が
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

さ
い
。
申
告
書
は
期
限
ま
で
に
お
早
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
内
線
2
2
8

税
務
課
資
産
税
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

番

)

(

内

線

2
2
8
番
)

b
q
b
b
q
b弘
q
b
b
q
b白
q

，bq
b
b
q
p白
ぼ
砂

b
q
b
b
q
b
b
q
b
E
q

，bq
b
b
q

，bq
h
v
a
q

，aq砂
b
q
b
b
q
b
b
q
b
ι
J
Z
K
J予
a
q
b
ι
J
F
ι
J
Z広
M
Z

度

人

い

で

聖

)
宥

齢

一

歳

不

ち

て

り

別

内

-4

特
一
口

氏
、
つ

つ

お

州

日

引

一
3

の

な

と

什

rー

、

宮崎両

で

こ

と

の

M

肘
「
4

人

、

ト

表

料

一

釦

2

円

ン

次

噛
一
札

町

千

セ

い

刊

一

口

Q
d

円

。

一

ふ

生

4
一

切

叫

凱

+AM
戸

0

.

一

対

d

'

h

a
生

3

3

r

f

口

、

人

工

の

人

志

で

等

帳

川

円

与

台

J

千

給

K
A
S
+・6
Q

U

ハソ

匙

一

勧

汚

お

民

算

山

現

住

決

U

日

の

出

'億

1

末

歳

孔

月

度

計

ー
γ

4

年

会

は

。
年

目

般

費

す

日

一

件

ま

雪
お
ろ
し
費
用
と
税
金

す。

住
宅
を
建
築
さ
れ
た
方
は

住
宅
用
地
の
申
告
を
グ

@ 市の給与条例に基づく 給料表の等級区分による職員である。

0職員手当の状況

区分 色 市 国家公務員

期
<55年度支給割合〉 <55年度支給割合〉

末 期末 勤勉 期末 勤勉

勤
6月期1.4か月分 0.5か月分 6月期1.4か月分 0.5か月分

勉 12月期 1.9か月分 0.6か月分 12月期1.9か月分 0.6か月分

手 3月期 0.5か月分 一月分 3月期 0.5か月分 一月分
当
計 3.8か月分1.1か月分 計 3.8か月分1.1か月分

退 支給率 自己都合 勧奨 支給率 自己都合 勧奨

職
最高限度額 60.5か月分 69.3か月分 最高限度額 60.5か月分 69.3か月分

勤続20年 21.0か月分 37.8か月分 勤続20年 21.0か月分 37.8か月分
手
勤続30年 41.25か月分 59.4か月分 勤続30年 41.25か月分 59.4か月分

当
勤続35年 48.125か月分 69.3か月分 勤続35年 48.125か月分 69.3か月分

提
示
が
必
要
で
す
。
な
お
、
領
収
書
が

ど
う
し
て
も
取
れ
な
い
場
合
に
は
、
領

収
書
に
代
え
て
支
払
年
月
日
、
支
払
先

及
び
支
払
金
額
が
記
載
し
て
あ
る
「
家

卦
弘
博
」
な
ど
、
支
払
い
の
事
会
大
を
証
明

で
き
る
書
類
を
提
示
し
て
い
た
だ
い
て

も
結
構
で
す
。
雑
損
控
除
は
、
雪
お
ろ

し
費
用
の
ほ
か
、
住
宅
に
直
接
被
害
(
破

損
・
倒
壊
な
ど
)
を
受
け
た
と
き
も
含

ま
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
の
雑
損
控
除
額

は
、
所
得
金
額
の
印
刷
引
を
超
え
る
金
額

に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
期
間

(
2
月
凶
日
か
ら
3

月
日
日
)
は
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
相
談
や
還
付
の
申
告
は
お
早
め
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ

と
は
、
魚
津
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。特別職の報酬等の状況は、「特別職報酬等審議会」の答

申に基づいて条例で定められ 56年12月1日現在の特別

職の給料月額は、市長62万円、助役51万円、収入役47万

円で、市議会議員の報酬月額は、議長27万円、副議長24

万円、議員21万円となっています。また、特別職に対す

る手当は、期末手当として年間3.8か月分が支給されて

います。

(7) 
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市
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
意
識
調
査
か
ら

市
民
の
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

日
常
意
識
を
正
確
に
把
握
し
、
こ
れ
か

ら
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
全
世
帯
を

対
象
に
実
施
し
た
こ
の
調
査
が
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
貴
重

な
デ
ー
タ
l
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
分
析
結
果
の
主
な
も

の
を
掲
載
し
ま
す
。

-
調
査
の
目
的

こ
の
調
査
は
、
市
民
の
健
康
体
育

・

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識

・
要
望
等
を

聞
き
今
後
の
啓
蒙

・
高
揚
を
は
か
り
体

育
施
設
等
の
整
備

・
拡
充
の
方
向
を
検

討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
。

ω調
査
期
間
叩
月
1
日
1
m
月
H
日

ω標
本

数

一

九

、四
五
二
人

ω回
収
結
果
一
四
、二
四
一

人
(
回
収

率
七
三
・
二
%
)

市
民
の
9
割
が

健
康
で
あ
る
ノ

1
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識

自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
市
民
が

4
人
に

1
人
「
健
康
で
あ
る
」
と
自
己

診
断
し
て
お
り
「
普
通
で
あ
る
」
と
回

答
し
た
方
が
6
割
を
越
え
て
お
り
ま
す
。

「
普
通
で
あ
る
」
と
答
え
た
方
を
H

健

康
で
あ
る
H

と
判
断
す
る
な
ら
市
民
の

9
割
弱
の
方
が
「
健
康
で
あ
る
」
と
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、

8
割
近
く
の
方
が
運
動
へ
の

(%) 態

63.3 

甲

61.6 

状の

四件l

男性

康図 1健欲
求
な
り
必
要
性
を
認
め
て
い
る
が
年

代
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
「
思
わ
な
い
」

と
答
え
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

図2運動への欲求、必要性

からない (%) 

そ
こ
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
実
践
状
況
を

尋
ね
て
み
ま
す
と
、

7
割
近
い
方
が
ス

ポ
l
ツ
を
お
こ
な
っ
て
お
ら
な
い
よ
う

で
す
。
特
に
女
性
に
は
そ
の
傾
向
が
強

い
よ
う
で
す
。

65.2 女 性

(%) 

町工J
図3スポーツ参加の有無(男女別)

円;三」
57.5 

女性物

男性

で
は
、
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て

い
る
3
割
の
方
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
状

況
を
み
る
と
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
も
っ

と
も
多
く
、
次
い
で
野
球
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
男
女
別
で
は
、
男
性
が
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
女
性
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が

図5各種スポーツ行事への参加意向

無回答 2.2 (%) 

82.7 

(%) 円

U
女
性

問
問
幽
男
性

図4 現在「行っている」スポーツ(男女別・全体)48.6 

(%) も
っ
と
も
多
い
。
(図
4
の
と
お
り
)

各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
へ
参
加
す
る
意

向
で
は
、
男
女
を
問
わ
ず
市
民
の
2
人

に
1
人
が
「
参
加
し
た
い
」
と
答
え
て

お
り
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
市
民
の
欲
求

に
は
根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
同
好
会

へ
の
加
入
の
有
無
で
は
全
体
の
2
割
の

方
が
加
入
し
て
お
り
、
加
入
の
動
機
と

し
て
、

2
人
に

1
人
が
「
ス
ポ
ー
ツ
が

好
き
だ
及
び
仲
間
が
で
き
る
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

(8) 

図 6スポーツ及び運動のクラブや同好会への入会の有無
(%) 

巨弓

2.0 

2.2 

門戸

67.8 

76.7 

86.5 

甲
全体

男性

女性

2
市
体
育
協
会
へ
の
要
望

魚
津
市
に
お
け
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
関

係
団
体
の
認
知
の
状
況
で
は
、

7
割
強

の
方
が
そ
の
存
在
、
活
動
ぶ
り
を
周
知

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
体
育
協
会
」
が

も
っ
と
も
知
ら
れ
て
お
り
次
い
で
「
地

区
体
育
振
興
会
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
種
国
際
大
会
な
ど
の
誘
致

に
つ
い
て
は
、
市
民
3
人
に
1
人
が
「
も

っ
と
や
る
べ
き
だ
」
と
答
え
賛
意
を
表

明
し
て
い
る
。
そ
の
実
施
種
目
と
し
て

は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
刷
%
)
、
野
球
(
川
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%
)
を
望
む
声
が
も
っ
と
も
多
い
。
し
か

し
、
開
催
反
対
意
見
(
U
%
)
の
理
由
に

「
も
っ
と
身
近
か
な
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を

入
れ
る
べ
き
だ
」
と
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

体
育
協
会
へ
の
要
望
で
は
、
「
ス
ポ
ー

ツ
人
口
の
底
辺
の
拡
大
」
を
期
待
す
る

声
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
各
種

ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
の
充
実
」
、
「
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
育
成
」
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。
市
民
の
願
い
は
競
技
レ
ベ
ル
の
向

上
よ
り
、
身
近
か
な
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

を
期
待
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

図7魚津市体育協会への要望

(%) 

3
体
育
施
設
へ
の
要
望

・
魚
津
市
に
整
備
の
必
要
が
あ
る
体
育

施
設
と
し
て
は
、
「
気
軽
に
遊
べ
る
芝
生

広
場
」
を
望
む
声
が
半
数
を
越
え
る
日

%
で
も
っ
と
も
多
く、

他
の
施
設
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は
男
女
、
年
齢
を
問
わ
ず
ほ

ぽ
同
様
の
高
い
比
率
を
示
し
て
お
り
、

現
状
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
施
設
の
不

足
と
不
満
状
況
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

次
い
で
、
「
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
、
「
公

式
野
球
場
」
、
「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
体
育
施
設
に
対

す
る
整
備
へ
の
ニ
ー
ズ
に
も
男
女
差
が

図8魚津市におけるスポーツ体育関係

団体や指導者の認知(周知)の状況

6.0(%) 40 20 

表 1魚津市において整備の必要がある体育施設

1.4 1 4.7 

体

育

館

2.41 0.9113.4 

ラ
グ
ビ
ー
湯

サ
ッ
カ
ー
場

無

認
め
ら
れ
ま
す
。

・
体
育
施
設
に
望
む
こ
と
で
は
、
川
%

と
い
う
大
多
数
の
人
が
「
誰
れ
で
も
が

気
軽
に
運
動
で
き
る
広
場
の
整
備
」
を

望
ん
で
い
る
。
次
い
で
、
ほ
ぽ

2
人
に

固
σ】そ

-
人
が
運
動
公
園
の
建
設

・
促
進
を
あ

げ
て
お
り
、
総
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め

の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
へ
の
ニ

ー
ズ
が
強
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

4
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
行
政
へ
の
要
望

寝
泊
導
者
養
成
に
対
し
て
は

ま
ず
第
一
に
、実
技
指
導
者
及
び
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
の
養
成
が
告
霧
ノ

図10指導者の養成に対するこーズ

(%) 

望に ② 
ん 1 スは体
で人ポ 育
いが 1 施
ま新 γ 設
すし白 の
い京 整
体話備
育加と
施に活
設伴用
のな に

重工 F 
~人そ

図11体育・スポーツ施設の整備等
に対するニーズ

(%) 

て2
は育

ス
ポ

、ソ

関
係
団
体

対
し

住
民
ス
ポ
ー
ツ
に
密
接
な
関
係
に
あ

る
「
地
区
体
育
振
興
会
の
内
容
充
実
と

活
発
化
」
を
望
む
方
が
一
番
多
い
。

図12体育・スポーツ関係団体
の育成に対するニーズ

(%) 

る (4)
よ 3 て各
う人は極
主に ス
会 l ポ
?人 l
Lがツ
夫」行
会市事
あ民の
美総充
施参実
」加に
考で対
Y きし

図13各種スポーツ行事の充実に
対するニーズ

(%) 

以
上
の
よ
う
な
調
査
結
果
か
ら
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の
実
態
を
的
確
に
把

握
し
、
今
後
の
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
行
政

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
に
対
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、

も
っ
と
く
わ
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、
市
教
育
委
員
会
体
育
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(9) 
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み
ん
砲
の

ヌ。菰

E
V

第
初
岡
市
民
体
育
大
会

第

n回
ス
キ
l

競
技
会
の
開
催

2
月
7
日
日

午
前
8
時
初
分
か
ら
受
付

マ
と
こ
ろ
大
谷
ス
キ
l
場

マ
種
別

ω小
学
生
の
部

.
団
体
戦
(
各
学
校
対
抗
戦
)

・
個
人
戦
低
学
年
男
女

高
学
年
男
女

ω中
ー学
生
の
部
(
男
女
)

ω高
校

・
一
般
の
部
(
男
女
)

ω壮
年
の
部
(
男
)
お
歳
以
上

マ
申
込
み
方
法

1
月
白
日
ま
で
市
教

釆
葎
育
課
ま
た
は
市
総
合

体
育
館
ま
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
当
日
受
付
け

可
能
(
一
般

・
壮
年
の
み
)

と
し
ま
す
。

マ
と

き

冬
を
楽
し
く
パ
ラ
ダ
イ
ス

歩
く
ス
キ
l
教
室
グ

今
シ
ー
ズ
ン
も
次
の
よ
う
な
行
事
を

計
画
し
ま
し
た
。
気
軽
に
楽
し
め
る
冬

の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
l
を
ご
家
族

・
グ
ル
ー
プ
で

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

•• • 月3 3 月2 と
加参者川参tT01.0431.0039b∞9d8o 日 月

(rl)1日4 (11)日7 {l:l)2日~I~品
II III位

年骨骨、五否円 41. 040140310039009 0 
新場牧川部黒市i 
g 替町入

舟棚見・普町入・ 一「
木図，ノムt‘ 

(小z長〈験経 会反省スキ1基練本習倫説明副院会付 山朝 l
周 コ|町日

性別不問 解i放ハキイ
コ 悶
コ ス

スス

) ゲノ
ス

※雪不足変、豪更雪す等るでこコ 長民4前〉、部旦市1 i 
役人 役入 d1z1k2 ， 

ースを と
t必普
場普場所

があります。 前町 前町

マ
携
行
品
ク
ロ
カ
ン
用
ス
キ
l
用
具

一
式
(
通
常
の
ス
キ
ー
用
具

は
不
可
)
、
防
寒
具
、
帽
子
、

手
袋
、
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
、
汗

ふ
き
、
サ
ン
グ
ラ
ス
、
弁
当
、

間
食
、
飲
料
、
服
装
は
自
由

(
運
動
し
や
す
い
も
の
)

マ
貸
ス
キ
l

ク
ロ
カ
ン
用
ス
キ
ー
用

具
の
な
い
方
に
貸
ス
キ
ー
が

あ
り
ま
す
。

一
日
一
式
一

、五
O
O円

マ
参
加
申
込
み

事
務
局
魚
津
市
友
道
三

δ
五
l

一

佐
伯
邦
夫
方

宮
②
3
9
7
1

「
か
ん
ド
き
」
で
雪
の
野
山
を
歩
く
集
い

2
月
幻
目
印
刷
コ

l
ス
は
当
日
発
表
。

集
合
は
市
総
合
体
育
館
前
u

日
程

・
携

行
品
等
は
歩
く
ス
キ
l
に
準
じ
ま
す
。

貸
か
ん
じ
き
(
五
O
O
円
)
あ
り

第

6
回
魚
津
市
民

卓
球
大
会
の
開
催

2
月
7
日
日

午
前
8
時
初
分
か
ら

マ
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館

マ

種

目

・
団
体
戦
ω高
校
選
抜
対
抗
戦

ω各
地
区
対
抗
戦

・
個
人
戦

川
小
学
生
の
部
(
男
女
)

ω中
学
生
の
部
(
男
女
)

ω
一
般
男
子
1
・
2
部

ω
一
般
女
子
1
・
2
部

ω
一
般
男
女

ω歳
以
上

マ
申
込
み
方
法

1
月
幻
日
ま
で
に
市

総
合
体
育
館
へ
申
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
と

き

市
民
ス
キ

l
教
室
の
開
催

今
年
度
も
次
の
日
程
で
ス
キ
ー
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
市
民
多
数
の
参
〆
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ

と

き

第

l
回

1
月
白
日
制

第
2
回

2
月
日
日
開

ス
キ
l
ツ
ア
ー

第
3
回

2
月
比
日
制

マ
と
こ
ろ
大
谷
ス
キ
ー
場

マ
対
象
市
民
会
藤
(
た
だ
し
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
)

マ
集
合
時
間
午
前
9
時
大
谷
ス
キ
l
場

マ
参
加
料
八

O
O円

マ
定
員
五
十
名
(
当
日
受
付
可
)

マ
申
込
み
先
市
教
育
委
員
会
体
育
課

告
②
2
2
0
0
内
線
川

市
総
合
体
育
館

宮
②

1
2
6
3

1月のスポーツニよみ
とき 干丁 事 名 ところ

10日(日) 魚津市卓球選手権大会 総合体育館

10日(日) 全国クラブチームパス
総合体育館

17日(日) ケットボール選手権大会

24日(日)
魚津市サロンサ ッカー

総合体育館
大会

市民スキー教室
大谷スキー

場
31日(日)
市連青卓球・パドミン

総合体育館
トン大会

初
心
者
歓
迎
/
第
2
回
魚
津
市

『新
年
水
泳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

水
泳
愛
好
者
の
年
の
始
め
の
お
祭
り

「
新
年
水
泳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
次

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

昔
な
ら
寒
中
水
泳
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

が
、
今
で
は
雪
を
眺
め
て
の
楽
し
い
水

の
大
会
。
温
水
プ
ー
ル
な
れ
ば
こ
そ
で

す
。水
中
宝
さ
が
し
な
ど
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
未
就
学
児
か
ら
年
輩
者
ま
で
の

全
市
民
の
ご
参
/
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
マ

と

き

1
月
刊
日
制
9
時
1
日
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
室
内
温
水
プ
l
ル

マ
種
目

・
ビ
ー
ト
板
レ
l
ス
・
潜
水
レ

ー
ス

・
拾
い
物
レ

l
ス
等
の
興

味
レ
ー
ス

・
各
種
泳
法
に
よ
る

競
泳
(
二
十
五
灯
l
五
十
灯
等
)

く
わ
し
い
こ
と
は
温
水
プ
l
ル

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

マ
資
格
制
限
な
し

マ
申
込
み
先
市
室
内
温
水
プ
ー
ル

。。

マ
と

マ
と
こ
ろ

マ
テ
l
マ

マ
講

き

1
月
却
日
幽
午
後
6
時

的
分
1
8時
初
分

魚
津
市
農
協
会
館

「
家
庭
の
教
育
・学
校
の

教
育
」

筑
波
大
学
教
授
峨
時
賢
明

師

マ
と

マ
と
こ
ろ

マ
テ
ー
マ

マ
講

き

1
月
幻
日
附
午
後
l
時

初
分
1
3時
初
分

村
木
公
民
館

家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ

「
学
校
と
家
庭
」

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

産
業
教
育
研
究
室
長

木
村
浩
一

自市

い
ず
れ
も
、

マ
主
催
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学

校魚
津
社
会
教
育
推
進
会
議

マ
と

マ
と
こ
ろ

マ
テ
ー
マ

マ
講

マ
協
賛

き

1
月

n日
幽
午
後
6
時

必
分
1
8時
初
分

本
江
公
民
館

教
育
学
シ
リ
ー
ズ
「
教

育
を
考
え
る
に
当
っ
さ

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

校

長

室

田

悼

自市
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現
況
屈
を
出
さ
な
い
と

年
金
の
支
払
い
が
ス
ト
ッ
プ

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
(
ま
た
は
通

算
老
齢
年
金
)
の
支
払
い
を
引
続
き
受

け
る
た
め
に
は
、
毎
年
一
回
の
「
現
況

届
」
を
忘
れ
ず
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
届
を
忘
れ
ま
す
と
、
年
金
が
支

払
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
」
の
用
紙
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
直
接
あ
な
た
の
と
こ
ろ
に
誕
生
月

の
月
始
め
に
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、

住
所
・
氏
名
な
ど
を
-
記
入
し
、
市
役
所

市
民
課
窓
口
で
証
明
を
う
け
て
く
だ
さ

誕
生
月
の
末
日
が
提
出
期
限
で
す
の

で
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
。

あ
な
た
も
初
歳
に
な
る
と
、
成
人
と

し
て
多
く
の
権
利
と
義
務
が
生
ま
れ
ま

す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
も
そ
の

一
つ
で
す
。

-
え
っ
、
も
う
年
金
の
話
l
?
と
言
、
つ

ま
え
に
、
少
し
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

先
ご
ろ
発
表
さ
れ
た
日
本
人
の
平
均

寿
命
は
、
男
性

η
-n歳
、
女
性
花

-m

歳
で
、
日
歳
以
上
の
高
齢
者
は
人
口
全

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
は
、
問

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

体
の

urと
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
高

齢
者
の
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
急
速

に
高
く
な
り
、
幻
世
紀
に
は
比
・
3
rを

こ
え
、
さ
ら
に
上
昇
し
ま
す
。
上
昇
ス

ピ
ー
ド
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
ね
倍
で

す
。
高
齢
者
の
雇
用
問
題
や
医
療
問
題
、

そ
し
て
経
済
問
題
は
、
い
ま
社
会
的
に

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

働
き
盛
り
に
死
亡
し
た
り
、
病
気

・
ケ

ガ
で
身
障
者
に
な
っ
た
り
し
た
ら
|
?
。

こ
の
よ
う
な
予
測
の
つ
か
な
い
時
代
の

な
か
で
、
将
来
に
お
い
て
「
年
金
」
が

ど
れ
ほ
ど
大
切
な
も
の
で
あ
る
か
、
若

い
方
の
聞
に
も
認
識
が
た
か
ま
っ
て
い

ま
す
。「
年
金
」
を
理
解
し
、
確
実
な
も

の
に
す
る
こ
と
は
、
幻
世
紀
へ
の
ワ
ン
・

ス
テ
ッ
プ
で
す
。

-
国
民
年
金
は
|
?

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、
商
工
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
者
と
、
そ

の
家
族
、
・
従
業
員
五
人
未
満
の
職
場
で

働
く
方
々
と
、
そ
の
家
族
の
た
め
に
国

が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

も
う
二
千
八
百
万
人
が
加
入
し
、
六

百
万
人
以
上
が
年
金
を
受
け
て
お
り
、

わ
が
国
で
は
一
番
大
き
な
年
金
制
度
で

す
。
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
満
一
年

保
険
料
を
完
納
す
れ
ば
、
交
通
事
故
で

障
害
者
に
な
っ
た
り
、
夫
に
死
な
れ
て

未
亡
人
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
、
生
涯

を
障
害
年
ふ
品
や
母
子
年
金
で
保
障
さ
れ

ま
す
。
職
場
が
変
わ
れ
ば
、
ほ
か
の
年

金
に
通
算
さ
れ
て
、
掛
け
た
保
険
料
は

無
駄
に
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
最
低
お
年
の
保
険
料
を
納

め
る
と
、
隠
退
後
に
老
齢
年
金
を
受
け

て
、
し
っ
か
り
し
た
後
半
生
の
生
活
設

計
が
成
り
立
ち
ま
す
。

-
国
民
年
金
に
加
入
す
る
方
は
|
?

必
ず
加
入
す
る
方
と
希
望
で
加
入
す

る
方
の
ケ
1
ス
が
あ
り
ま
す
。

・
必
ず
加
入
す
る
方
〈
強
制
加
入
〉

農
林
漁
業
、
商
工
業
、
医
師
、
弁
護

士
な
ど
の
自
営
業
や
自
由
業
の
方
で
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
被
用
者

年
会
品
に
加
入
し
て
い
な
い
方
。

・
希
望
で
加
入
す
る
方
〈
任
意
加
入
〉

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
被
用

者
年
金
の
加
入
者
の
配
偶
卓
句
年
金
や

思
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
と
そ

の
配
偶
卓
句
県

・
市
議
会
の
議
員
と
そ

の
配
偶
#
句
昼
間
部
の
大
学
生
。

希
望
加
入
の
方
の
う
ち
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
公
務
員
、
船
員
な
ど
の
奥
さ
ん

に
は
、
ぜ
ひ
ご
加
入
を
お
奨
め
し
ま
す
。

国
民
年
金
で
は
、
加
入
者
が
歳
を
と

っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
の
た
め
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
ご
主

人
と
死
別
し
て
母
子
世
帯
と
な
っ
た
と

き
な
ど
に
、
み
な
さ
ん
方
の
生
活
の
安

定
を
は
か
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
の
年

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
は
、
ご
本

人
か
ら
「
裁
定
の
請
求
」
が
あ
っ
て
、

初
め
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
請
求
は
五
年
以
内
に
し
な
い
と

時
効
に
よ
っ
て
、
永
久
に
年
金
を
受
け

る
権
利
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

色一一層一一の一
一
、
」
一

一、一
一志一一樹γ
一

一と一
一一な一7ω一

一今
」
一

56年度の国民年金保
険料第3期分 (10・
11・12月分)の納め
忘れはないか今一度

確かめてください。

保険料の納入には便利

な口座振替をおすすめ

します。

ね
ん
き
ゐ
標
語

成
人
に
が
っ
た

ぷ学
経
に
ゼ

容
濁
民
年
金

，~ 

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
か
の
年
金
に
該
当
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
市
役
所
の
国
民
年

金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

資格取得の届
満20歳になったときや、会社

をやめ厚生年金をぬけたとき

資格取得の サラリーマンの奥さんなどが

申 出 書 希望で加入するとき

資格喪失の届
会社などに勤めはじめて、厚

生年金に加入したとき

資格喪失の 希望して加入した方が、つご

申 出 書 うでやめたいとき

保険料納付 生活が苦しくて、保険料を納

免除の申請書 められないとき

保険料納付 生活扶助などをうけるように

免除の該当届 なったとき

住所(氏名)
住所や氏名が変わったとき

変更の届

給 付 の 年金や一時金をうけようとす

裁定請求書 るとき

。1)
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

今
年
も
国
保
は
皆
さ
ん
の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
に
、
人
間
ド
ッ

ク
の
検
診
や
、
保
健
指
導
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
活
動
や
行
事
は
、
こ
の
欄
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
か

ら
、
い
つ
も
ご
覧
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
流
れ
を
お
こ
す
力
が
血
圧
で
す
。

血
圧
に
は
最
大
血
圧
と
最
小
血
圧
が
あ

り
ま
す
が
、
最
大
血
圧
は
心
臓
が
収
縮

し
て
血
液
を
送
り
だ
す
と
き
の
圧
力
で

あ
り
、
最
小
血
圧
は
心
臓
が
拡
張
し
て

い
る
と
き
の
圧
力
で
す
。

あなたと市政をむすぷ

〈
〉
血
圧
に
つ
い
て

心
臓
の
働
き
で
血
液
は
、
人
体
の
す

み
ず
み
ま
で
送
り
だ
さ
れ
、
栄
養
と
酸

素
を
た
え
ま
な
く
運
搬
し
て
い
ま
す
。

〈
〉
高
血
圧
と
は

W
H
O
(世
界
保
健
機

構
)
で
は
最
大
血
圧
二
ハ

o
m
hば
上
、
ま
た
は
最

小
血
圧
九
五

m
h以
上
を

高
血
圧
と
し
て
い
ま
す
。

血
圧
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

同
じ
方
で
も
か
ら
だ
の
調

子
な
ど
に
よ
り
、
血
圧
は

変
動
し
て
い
ま
す
か
ら
、

何
回
か
日
を
変
え
て
測
り
、

自
分
の
血
圧
値
を
知
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
の
場

合
、
運
動
や
食
事
な
ど
の

後
を
避
け
、
測
る
前
も
少

時
安
静
に
し
た
う
え
で
測

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
は
、
腎
臓
や
ホ
ル

硬化

-動脈硬化の血管

正常

モ
ン
系
の
病
気
に
よ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
大
部
分
は
そ
の
よ
う
な
原
因
と

な
る
病
気
の
な
い
高
血
圧
で
、
本
態
性

高
血
圧
と
い
い
ま
す
。

〈
〉
高
血
圧
と
塩

血
圧
は
塩
分
の
摂
取
量
と
深
く
関
係

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
エ
ス
キ
モ
ー
の
一
日
塩
分
摂
取

量
は
五
グ
ラ
ム
以
下
で
、
こ
の
人
た
ち

に
は
高
血
圧
の
方
が
非
常
に
少
な
く
、

逆
に
日
本
の
東
北
地
方
の
県
で
は
一
日

に
三

0
グ
ラ
ム
近
い
塩
分
を
と
り
、
四

orも
の
高
血
圧
の
方
が
い
る
と
い
う

調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

一
日
の
塩
分
摂
取
量
は
七
1
八
グ
ラ

ム
で
十
分
と
さ
れ
て
お
り
、
食
塩
を
と

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

家
庭
の
味
つ
け
の
程
度
は
親
か
ら
子

へ
伝
わ
り
ま
す
。
親
が
塩
味
を
ひ
か
え

る
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
世
代
を
に
な
う
子

供
た
ち
の
、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
を
少

な
く
す
る
こ
と
に
も
役
立
つ
の
で
す
。

脳合

Z易
振生

左窓

口
塞?芳
な
ど

は
、
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
と
い
う
土
台

が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
何
か
の
き
っ
か
け

が
加
わ
っ
た
場
合
お
こ
り
ま
す
。

き
っ
か
け
を
防
ぐ
こ
と
が
、

ふ
だ
ん

の
健
康
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
り
ま

す。-
精
神
的
な
ゆ
と
り
を
|
|
|

心
配
、
不
安
、
興
奮
、
イ
ラ
イ
ラ
な

ど
の
精
神
的
緊
張
は
動
脈
硬
化
を
す
す

め
ま
す
。

-
適
当
な
運
動
|

|

散
歩
、
軽
い
体
操
、
軽
い
球
技
、
自

転
車
、
そ
の
他
を
、
そ
の
日
の
体
の
調

子
に
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
よ
い
の
で

す
。
-
寒
さ
と
血
圧
|
|

寒
さ
に
あ
う
と
血
圧
は
上
が
り
ま
す
。

と
く
に
冬
の
あ
い
だ
、
暖
か
い
と
こ
ろ

か
ら
急
に
寒
さ
に
さ
ら
さ
れ
る
と
血
圧

は
ひ
ど
く
あ
が
り
ま
す
。
戸
外
へ
出
る

4
1
月
の
健
康
メ
モ

昔
、
む
か
し
、
ダ
イ
コ
ン
も
ゴ
ボ

a

ウ
も
ニ
ン
ジ
ン
も
色
が
み
な
白
か
っ

一
た
ん
だ
っ
て
さ
。
三
人
そ
ろ
っ
て
山

一
登
り
を
し
、
そ
の
帰
り
道
、
ダ
イ
コ

ン
だ
け
が
通
り
が
か
っ
た
キ
コ
リ
の

お
じ
さ
ん
に
お
ぶ
さ
り
、
ラ
ク
チ
ン

ラ
ク
チ
ン
と
い
っ
て
下
り
て
き
た
。

そ
れ
を
見
た
ニ
ン
ジ
ン
は
ま
っ
赤
に

な
っ
て
怒
り
、
ゴ
ボ
ウ
は
地
べ
た
に

ひ
っ
く
り
返
っ
て
怒
っ
た
と
さ
。
そ

れ
で
ダ
イ
コ
ン
は
白
く
、
ニ
ン
ジ
ン

は
紅
く
、
ゴ
ボ
ウ
は
日
焼
け
し
て
黒

く
な
っ
た
の
さ
口
と
こ
ん
な
お
ば
あ

と
き
は
十
分
暖
か
い
服
装
に
す
る
こ
と

で
す
。

-
お
ふ
ろ
の
常
識
|

|

お
ふ
ろ
は
ぬ
る
め
に
し
て
、
あ
ま
り

長
時
間
は
い
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
温
度
は
だ
い
た
い
冬
は
四
一
度
、夏

は
三
九
度
く
ら
い
、
時
間
は
五
分
i
一

O
分
く
ら
い
が
限
度
で
す
。

-
便
秘
を
で
き
る
だ
け
さ
け
て
く
だ
さ

L
Ili--

毎
日
き
ま
っ
た
時
間
に
ト
イ
レ
に
ゆ

く
、
野
菜
や
果
物
な
ど
多
く
と
る
こ
と

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

-
睡
眠
不
足
、
過
労
、
急
激
な
運
動
に

気
を
つ
け
よ
‘
7ー
ー

十
分
な
睡
眠
は
、
疲
労
の
回
復
に
不

可
欠
な
条
件
で
す
。

一
つ
ひ
と
つ
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

で
す
が
、
こ
の
積
み
重
ね
が
健
康
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

(12) 

さ
ん
の
話
を
子
供
の
こ
ろ
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ニ
ン
ジ
ン
は
カ
ロ
チ
ン
と
し
て
ビ

タ
ミ
ン
A
が
多
く
、
臥
弘
、

C
も
含

ま
れ
栄
養
価
も
高
く
、
貧
血
症
や
病

後
の
回
復
期
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ボ
ウ
は
炭
水
化
物
の
イ
ヌ
リ
ン

が
多
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
な
ど
を
含
ん
で
い
ま
す
。
繊
維
質

が
多
く
、
常
習
便
秘
症
に
よ
く
、
塩

分
を
と
り
す
ぎ
る
方
に
む
く
ア
ル
カ

リ
食
品
で
す
。
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保健だより円周〉 お問い合わせは ft22-2200
(内線 231)

2
日
一
出

3
日
一
回

日
日
一
日

日日一
樹

口日一
回

31 
日

(日)

沢
口
内
科

医
院
沢
口
外
科

医
院

森
本
医
院

米
沢
医
院

山
岸
医
院

松
本
医
院

健)浦
田
病
院

。ト)浦
田
病
院

4

司
歯
科
休
日
診
療
医

日
間
一樹

2
日一

ω

3
日
一
同

10 
日

(日)

日日一
樹

白
日
一
川

31 
日

(11) 

寺
崎
歯
科

医
院
奥
川
歯
科

医
院
奥
村
歯
科

医
院
夏
目
歯
科

医
院
小
熊
歯
科

医
院
清
水
歯
科

医
院
米
国
歯
科

医
院

医木
院下
幽
科

火
の
宮
町

宮

@
1
7
4
8

本
江宮
@
1
7
5
7

新
金
屋
一
丁
目

宮

@
1
2
5
3

上
村
木
一
丁
目

宮

@
7
7
7
7

上
村
木
二
丁
目

宮

@
5
8
7
8

北
鬼
江
一
丁
目

宮

@
2
2
3
1

本
江宮
@
5
0
5
3

本
江宮
@
5
0
5
4

上
口
二
丁
目

宮

@

3
6
1
9

金
浦
町
宮
②
0
0
9
0

古
島
一
丁
目

宮

@
5
7
5
7

新
金
屋
二
丁
目

宮

@
1
8
9
2

村
木
町
叩
l
H

E
@
6
5
6
7
 

浜
経
団
宮

@
1
1
2
1

火
の
宮
町

宮

@
0
4
7
0

文
化
町
宮

@
0
1
1
8

。診療時聞は、いずれも午

前9時から午後511寺まで。

内 脅，..，." 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

3か月児健診
3か月児

1 F.J14B側 ν
13: 00-14: 00 

(先天股脱検診) 制時台後昔、器日榊培

8か月児健診 8か月児
J313(1首

9:00-10:00 
2月5日倒

母子手帳をご持参〈

1歳6か月児健診 55年 6月生れの幼児 1月29日働 13 : 00 -14 : 00 だきし、。

53.12.16-12.31生れの幼児 ? 6日閥、 魚津保健所

3 歳児健診 54. 1 . 1 -1 .15生れの幼児議 20:J3~ 13 : 00 -14 : 00 

54.1.16-1.31生れの幼児 2月3日(7K)

歯 相 吾日火火

。ψ 帆

の 乳幼児と妊婦 1 月22日働 9:00-12:00 
主 必

Bコース 昼食をご
母 親 品4凶・ 級 妊婦とその家族 22日紛 9:30-16:00 

持参ください。?事、

心の健康相談 一般市民 19日ω13 : 30 -15 : 00 
>' 有弘

も
め
た
ぷ
た

ι
A辺

国
書
簡

素
晴
ら
し
き
人
生
本
と
の
出
会
い
・:⑬

文
学
賞
作
品
か
ら

新
し
き
年
の
始
め
の
初
春
の

今
日
降
る
雪
の
い
や
重
け
吉
事

(
大
伴
家
持
)

心
に
残
る
本
と
は
、
知
ら
な
い
う
ち

に
め
ぐ
り
あ
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。昨
年
の
主
な
文
学
賞
作
品
を
あ
げ
て

み
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

芥
川
賞
(
第

M
-m回
)

父
が
消
え
た

尾
辻

小
さ
な
貴
婦
人

吉
行

直
木
賞
(
第
剖

・
釘
回
)

元
首
の
謀
報

中
村

き
い
お
う

υ悶
え
う
ま

人
間
万
事
塞
翁
が
丙
午

青
島

江
戸
川
乱
歩
賞
(
第
幻
回
)

原
子
炉
の
蟹

長
井

女
流
文
学
賞

(第
初
回
)

理克
恵彦

つ

わ
石
蕗
の
花

広
津

新
潮
新
人
賞
(
第
日
回
)

橋
の
上
か
ら

川

勝

篤

幻
の
川

小

田

泰

正

谷
崎
潤
一
郎
賞
(
昭
和
日
年
度
)

み
ち
の
く
の
人
形
た
ち

深

沢

七

郎

吉
野
大
夫

後

藤

明

生

中
央
公
論
新
人
賞
(
昭
和
町
年
度
)

溶
け
た
貝

母

国

裕

高

雨
が
好
き

高

橋

洋

子

日
本
芸
術
大
賞
(
第
日
回
)

写
真
集
地
の
貌
生
の
貌

浜

谷

浩

日
本
推
理
作
家
協
会
賞
(
第
誕
回
)

O
長
編
部
門

終
着
駅
殺
人
事
件

西
村
京
太
郎

O
短
編
部
門

赤
い
猫

仁

木

悦

子

戻
り
川
心
中

連
城
三
紀
彦

日
本
文
学
大
賞
(
第
日
回
)

私
の
作
家
遍
歴

小
島

信

夫

借
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週
間
ま

で
で
、
無
料
で
す
。

日
歳
以
上
の
方
と
、
体
の
不
自
由
な

方
に
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
も
貸
出
し

し
て
い
ま
す
。

本
に
つ
い
て
の
ご
相
談
や
調
査

・
予

約
は
、
お
気
軽
に
係
員
へ
申
出
て
く
だ

さ
い
。
電
話

・
郵
便
で
も
受
付
け
ま
す
。

下
村
木
町
売
七
五
l

一

宮
②
0
4
6
2

〈
今
月
の
新
刊
案
内
〉

夢
色
気
流

石

川

優

子

園
芸
ロ
か
月

鳥

居

恒

夫

女
房
に
も
っ
と
強
く
な
る
法林
秀

彦

今
日
に
も
役
立
つ
経
済
常
識
削
坂
本
俊
造
編

(13) 

桃
子

正
机
幸
男村長
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すも れが五障でだ 果れた祭たと活障が のく事り
、障は何 0害すはしではとりかい動害障障べのやま 1
障む害厳ら万者 Jじかしひは騒らうを者害害て方啓し 9
害し者しか人ほ土ましたといぎ 、こしと者者い々発た 8
者ろ年いのの存 3つ、 。つえに 何とてとへ年たか活 。1
ベこの事障 、在?たこ の 、流かでいも 2のだら動そ国
のれ成実 害市し i ばれ 成それおしこに芳大きあが 際
理か果窓喜内てまかは ( う社管きまた行間陸
解らをのもでい年りま イエ¥ん手会¥/.丈¥ 会第なしたわ 、害
をが生でっ こる尺な ("t' I ) '"人))(~J 保目たかれい者
少 大かすて千。ぎのソ~可}:Jてシ¥己刀ト内的。
し切す。い人ぷ f戸、) 寸惚れ の 手まいま
羽ずなた るの薗ず '¥JJ.I~ 、¥ヨノ ひ をたろす
届つのめ 方でよ- '--'" 1ft( ~U と さ のさ
区深でに こ乏三む、 ltl色-rrm-Al ~l つ し多行さ

は私吟白山dfqZされ注目 、vJ 322日μ
た間たま体障のかつもたち今ななこうの葦削て ぷこ¥一'/'-'ー( 重三校本実い
3題ちすが害だは /J、が。で」い愛となか者にみ 必誕¥ ，，， ~ 度郎「で践く
一。豊重ろ国Cも 、をではで深も崩せせ 深夜)④心船 そのとし最しと

のし人 か高ぅ操ずつ すみし 、すいし題ずる \さシ答品生部~ し脳いい初てと
でてひ に謡と障って すてよ私。愛れはに。っ ¥冬彦て日ノ)でて性うののいも
す愛と なの思害のい りいうたけはま、お てい - いは 、麻方み脳きに
。のり るみい者ぱる なるかちれ、せ結く 必 。情界 すうたとどそ樺ひが学性た
芽が こでま年し愛 きと。にどなん局も ず親にが「。思時いうの児い国麻い 小
を 、 とはすのての が 、映ももか。」の このはあ科 っこうし当とま」樺ひもさ
の私 だな。役ぃ芽 も館画可 、な昇愛か の愛限る学 たの事よ H寺しすを児のな
ぱた ろくそ目けを れ内「能小か地 L L。 子情界がに そ方をうのつ 。開ので思
しち う、れはぱ 、 ての 典なさにさ に をにが、は うはしも医た我いたすい
て自 と社はお 、少 いあ子のな困んつ 歩よな愛限 でこつな学 H寺がため。や

⑧
⑬
⑤
⑨
 

昭
和
初
年
4
月
2
日
か
ら
幻
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
れ
た
方
。

な
お
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
み
な

さ
ん
に
は
、
年
賀
状
で
案
内
を
差
し
あ

げ
て
あ
り
ま
す
が
、
案
内
状
が
こ
な
か

っ
た
方
、
ま
た
は
、
魚
津
市
で
成
人
式

を
挙
げ
た
い
方
は
、

1
月
6
日
ま
で
、

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

岱
②
2
2
0
0
内
線
制

-
日
年
魚
津
市
成
人
式

市
で
は
、
こ
と
し
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
る
み
な
さ
ん
に
、
健
全
な
心
身
の
成

長
と
社
会
人
と
し
て
公
的
資
格
を
得
ら

れ
た
門
出
を
祝
福
し
て
、
次
の
と
お
り

式
典
を
行
い
ま
す
か
ら
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
な
お
、

一
般
市
民
の
み
な
さ
ん
に

も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
大
人
と
な
ら

れ
た
門
出
を
共
に
祝
福
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

マ
と
き

1
月
日
日
(
成
人
の
日
)

午
前
叩
時
か
ら

マ
と
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

マ
受
付
午
前
9
時
i
9
時

ω分

マ
式
典
及
び
表
彰

式

午

前
日
時

j
m

時

ω分

マ
吹
奏
楽
演
奏
歌

・
レ
ク
リ
エ
l
シ

ヨ
ン
午
前
日
時

ω分
i
日

時
鈎
分
ま
で

マ
成
人
該
当
者

-
奨
学
資
金
の
貸
与

市
教
委
で
は
、
日
年
度
奨
学
資
金
の

貸
与
希
望
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、

1
月
日
日
開
か
ら
1
月
初

日

ωま
で
、
市
教
委
(
進
学
希
望
者
は

-
緊
急
に
職
を
探
し
て
い
ま

す
H
U
(

求
職
情
報
)

在
学
し
て
い
る
学
校
長
)
へ
申
込
み
く

だ
さ
い
。

V
借
り
ら
れ
る
金
額

①
大
学
生
は
月
額
一
万
八
千
円

②
高
専
生
は
三
年
生
ま
で
月
額
七
千
円

五
年
生
ま
で
一
万
八
千
円

③
高
校
生
は
月
額
七
千
円

V
人
員
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

V
借
り
ら
れ
る
方

②
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

②
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方

③
身
体
強
健
、
品
行
方
正
で
成
績
の
良

い
方

④
在
学
し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦
が
あ

る
方

⑤
日
本
育
英
会
、
富
山
県
奨
学
資
金
母

子
福
祉
資
金
な
ど
他
の
学
資
の
貸
与

を
受
け
て
い
な
い
方

(14) 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
職
業
安
定

所

(宮
⑫
0
3
6
5
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

型在理 司令 盟
年H愉性別

居住
t者t鎧金 前歴 よf症 免 許

番号 戦f.of( 絞「下

l 経理事務 28 男 本江 15万 営業 2.if.大卒 簿普記 l 級免

2 一般事務 27 男 車壬回 15万 貿8年易Iji<f，若 日卒 珠簿算記22級級

3 住設営業 29 男 畑T15万I f~主年政'送業 大半 普海銀甲・2~免E関
4 営 業 32 男 大町 20万

問屋営業 各航
普 免2王手 学校

5 建現場政築管 60 男 経団 15万 現場年緊i1守 旧中卒普玉 J免まト18 

6 一般事務 59 男 畑T13万 E品協事務 l日 普 免
23年 Eド司E

7 フフォトー.i1Ifク転リ 57 男 吉島 12万
リフト

小高卒EてPア淀ト ー ク1118年

8 製造工 55 男 道下 15万 37192年 炉 高+~が'田、 {寸
9 寮管理人 50 女 新木下 8万 包10・月理人 |中日卒 ~' し

10 再E 務 23 女 住吉 9万 銀行5年 高卒護艶?要
11 事 tnl 28 女 舛悶 8万 現9場年司王務 高卒善悪3菱
12 善玉 す若 28 女 道坂 9万 事務 6年 高卒 珠簿算記3l 級級

13 事 務 31 女 本江 9万 事務12年 高卒 珠普算 3級免

14 事 務 36 女 天聖坤神r 8万 事務6年 高卒 珠普算 3級免

15 底 員 20 女 新本町江 8万 食l年品製造 高卒な し

16 
ウェート 27 女 同国級 65 万千 ウ1ェ年トレス 高卒 普 免レス

17 製造単労 21 女 宮津 8万 機3械年組立 高卒 普 免

18 製造単労 34 女 検枕 8万 紡3年績工 中卒な し
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-
消
防
出
初
め
式

市
消
防
本
部
で
は
、
1
月
6
日
午
前

9
時
ぬ
分
か
ら
、
村
木
小
学
校
で
、
恒

例
の
消
防
機
関
出
初
め
式
を
行
い
ま
す
。

引
続
き
中
央
通
り
で
分
列
行
進
、
鎮
火

祈
願
、
義
勇
塔
参
拝
の
の
ち
市
中
行
進

を
し
北
鬼
江
地
内
、
中
川
用
水
で
一

斉
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

魚芳希~~然 魚族紹介側

まんほう

-
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新

第
四
分
団
(
旧
下
中
色
3
)

に
配
備
さ

れ
て
い
た
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

老
朽
化
が
進
み
緊
急
事
態
に
耐
え
な

く
な
っ
た
の
で
、
新
車
を
購
入
し
、

ロ
月
6
日
分
団
に
配
備
、
同
日
地
区
住

民
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

-
請
負
工
事
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
を
受
付
け
ま
す

市
が
幻
年
度
に
行
う
建
設
工
事
の
請

負
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り
競
争
入
札
参

加
資
格
申
請
を
受
付
け
ま
す
か
ら
関
係

者
は
、
期
限
に
お
く
れ
な
い
よ
う
関
係

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

2
月
1
日
開
1
2
月
初
日
倒

マ
と
こ
ろ
市
総
務
課
行
政
係

く
わ
し
い
こ
と
は
、
内
線
2
5
8
番

行
政
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

まんぼうは、 10¥ぐに

い仲間で，10¥ぐを平だく

して体半分を切りとつだような形

をしだ奇妙な魚である。涼ぎはの

ろく，くらげ類を食べて生活し，波

の静かな時には背びれを海面に出して，ゅうゅう

と潔ぐ。全長3mlこ達し世界中の溜にすみ，3億

個におよぶ膨大な卵を産む。一般に魚屋の后頭に

出ることはないガ，肉は純白，やわらかく，昧は

淡白である。刺身はしようガしょゆがあう。

-
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
生
徒
募
集

マ
募
集
定
員

生
産
機
械
科
初
名
、
金

属
成
形
科
初
名
、
電
気

科
初
名
、

室
内
造
形
科

初
名
、
無
線
技
術
科
初

名幻
年
2
月
刊
日
附
i
2

月
お
日
間

(当
日
消
印

有
効
)

幻
年
3
月
刊
日
制

外
国
語
(英
語
A
)削
点

理
科
(物
理
I
)問
点

数
学
(
数
学
I
)問
点

く
わ
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
干
仰

魚
津
市
川
縁

一二
八
九
l

一
宮
@
5
5

5
2
内
線
M
、
お
学
生
課
ま
で

マ
願
書
受
付

マ
試
験
日

マ
試
験
科
目

-
簡
易
保
険
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
者
決
定

魚
津
郵
便
局
で
は
、
簡
易
保
険
の
趣

旨
普
及
と
理
解
を
図
る
た
め
、
小

・
中

魚津善意銀行へのご寄付
(敬称、略)

永田久仁義升田 50，000円

油本フジヱ新角川一丁目 10，000円

新川青年会議所理事長 清水修三 62，719円

倉本源作諏訪町 20，000円

米沢 宗作新角川二丁目 70，000円

中村 久男上村木二丁目 100，000円

石111奇良明上口二丁目 50，000円

小沢力雄並木町 50，000円

木下 消新宿 50，000円

医名 10，000円

本Ji. 諭本H汀一丁 目 30，000円

?11l本 稿新角川二丁 目 50，000円

友田道治新角川二丁目 3，000円

魚津市農協婦人部代表 伊東夏子 10，000円

「歳末助け合い民謡の集い」会場募金 69，826円

富山ヤクルト版売附魚津親交会一同 26，400円

喜 中あや子 真成寺町 30，000円

尾崎哲夫 本江元町 20，000円

有沢 武雄本町二丁目 5，000円

学
生
を
対
象
と
し
た

「簡
易
保
険
作
文
」

を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
程
入

選
作
が
決
定
し
ま
し
た
。

市
内
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑨
北
陸
郵
政
局
長
賞

私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
る
簡
易

保
険
本
江
小
学
校
五
年
長
沼
和
佳
子

⑨
佳

作み
ん
な
を
守
る
簡
易
保
険

経
団
小
学
校
五
年
中
島
孝
順

-
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は

電
話
線
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
グ

雪
の
降
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
積
雪
時
に
屋
根
の
雪
お
ろ
し
等
で

引
込
線
を
い
た
め
る
た
め
、
電
話
の
故

障
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
め
ん
ど
う
で
も
雪
お
ろ
し
の
際
は
、

電
話
引
込
線
に
ご
注
意
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
支
障
が
あ
り
ま
し

た
ら
電
話
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

宮

(@
1
0
0
0
番

魚
津
電
報
電
話
局

-
冬
で
す
。
電
線
に
注
意
を
/

1・納税ガイド市県民税第4期分納期限2月1日l

北
陸
電
力
側
魚
津
営
業
所

宮
(匂

1
4
0
0

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

今
月
の
L
P
G保
安
点
検
は
経
団
地

区

(平
伝
寺
、
浜
経
由
、
仏
回
、
中
町

東
町
、
寿
町
)
で
実
施
し
ま
す
。
点
検

に
は
、
県
L
P
G協
会
魚
津
支
部
保
安

点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

宮

@
5
3
4
0

守 少年

るを
よよ

家街
庭

(15) 
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⑨ ーナ-紹介新水族館展示コ

大
淡
水
魚
コ
ー
ナ
ー

一
階
ス
ロ
ー
プ
の
生
態
水
附
を
凡
な

が
ら
、

hmが
シ
ョ
ー
を
す
る
実
験
木
間

の
備
に
州
川

・
じ
メ
ー
ト
ル
、いけ川
さ
二

メ
ー
ト
ル
で
水
此
二
十
川
ト
ン
の
大
水

槽
が
あ
る
。

こ
の
淡
水
大
水
崎
は
当
水
族
館
の
，
川

地
の
一
つ
で
、
南
米
ア
マ
ゾ
ン
産
の
ピ

ラ
ル
ク
が
三
尾
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
い

か
に
も
ア
マ
ゾ
ン
水
系
に
ふ
さ
わ
し
く
、

世
界
此
大
級
の
淡
水
仏
…
で
、
体
長
二

・

五
メ
ー
ト
ル
、
体
主
二

0
0キ
ロ
グ
ラ

ム
以
上
に
も
な
る
。
ア
マ
ゾ
ン
の
流
れ

の
小
で
推
定
一
位
年
の
歴
史
を
生
き
抜

い
た
古
代
魚
の
間
知
で
、
叫
ん…
び
か
り
す

る
大
き
な
う
ろ
こ
で
お
お
わ
れ
た
原
始

的
な
姿
で
、
水
槽
扶
し
と
泳
ぐ
よ
う
す

は
な
か
な
か
迫
力
が
あ
る
。
ま
た
、
う

き
ぶ
く
ろ
が
川
と
同
じ
働
き
を
も
っ
て

い
る
の
で
、
レ
山
一
接
空
気
を
吸
っ
て
空
気

川
町
吸
を
す
る
た
め
、
と
き
ど
き
水
州
に

凶
、
を
山
し
て
、
大
口
を
聞
け
、
大
き
な

音
を
立
て
て
杢
気
を
吸
い
込
ん
で
ゅ
う

ゅ
う
と
泳
ぐ
。

最
近
、
こ
の
魚
の
す
む
ア
マ
ゾ
ン
水

系
で
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

の
で
、
捕
獲
制
限
や
愉
山
林
対
比
し
て
い

る
地
方
が
多
く
な
り
、
入
手
し
が
た
い

立
重
な
存
杭
の
淡
水
魚
と
な
っ
て
い
る
。

水
族
館
で
は
こ
の
水
槽
独
自
の
大
刑
ゴ
ろ

過
槽
と
熱
交
換
機
を
組
み
入
れ
て
、
注

意
を
は
ら
っ
て
飼
育
展
示
し
て
い
る
。

将
来
、
こ
の
水
槽
に
は
亜
熱
借
淡
水

魚
コ

l
ナ
で
大
き
く
成
長
し
た
コ
ロ
ソ

マ
や
ア
口
ワ
ナ
等
を
尚
一体
さ
せ
て
ア
マ

ゾ
ン
の
雄
大
な
魚
の
生
態
展
示
を
試
み

る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

V
わ
が
凶
の
よ
う
に
食
物
が

多
彩
で
、
従
来
の
間
有
の
日

上
小
食
に
加
え
て
、
洋
食

・
中

北
r
M
肌
・
東
南
ア
ジ
ア
胤
の
食

物
が
広
く
日
常
生
出
に
取
入

れ
ら
れ
て
い
る
凶
は
世
界
に
知
を
凡
な

い
。
い
ま
や
、
日
本
の
食
生
日
の
水
準

は
、
欧
米
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

編集子

鏡開き 1月11日

山
V
ま
た
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
、
味
覚

が
発
達
し
た
人
が
多
く
な
リ
少
量
に
し

て
、
美
味
を
探
究
す
る
人
た
ち
も
明
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

ま
さ
に
平
和
日
本
そ
の
む
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ど
ん
な
美
味
な
食
物
で
も
一

家
だ
ん
ら
ん
の
中
で
い
た
だ
い
て
こ
そ

倍
別
の
味
が
あ
る
。

V
こ
の
正
月
、
だ
ん
ら
ん
の
機
会
も
多

く
な
る
こ
と
と
思
う
が
、
せ
め
て
心
許

し
た
人
々
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
持

ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

印刷/魚津田刷株式会社

圃盟理圏盟・
人(前月対比)

24，047( + 4) 
26，002( + 7) 
50， 049 ( + 11) 
13，197 

200.75km' 

7.9km 

編集/企画広報室

(11月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


